
－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

　
　
　
勃

　
　
栃
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年親善使節団釆市
　
昨
年
の
十
日
町
市
か
ら

の
青
少
年
派
遣
に
引
き
続

い
て
、
姉
妹
都
市
イ
タ
リ

ア
国
コ
モ
市
か
ら
青
少
年

親
善
使
節
団
一
行
六
名
が

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
六

日
に
か
け
て
来
市
し
て
い

ま
す
。使
節
団
は
、
引
卒
者
で

あ
る
コ
モ
の
技
術
科
高
校

の
ア
ノ
ー
二
校
長
夫
妻
と
、

コ
モ
の
高
校
か
ら
選
抜
さ

れ
た
四
人
の
高
校
生
、
カ
ル
ロ
君
㎝

イ
ワ
ン
君
⑬
、
ロ
ザ
リ
ー
ナ
さ
ん
⑬
、

カ
ル
ラ
さ
ん
⑬
の
男
女
三
名
ず
つ
。

　
両
市
間
の
交
流
は
、
こ
れ
ま
で
の

儀
礼
的
な
訪
問
か
ら
進
ん
で
、
若
者

が
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
、
ま
た
若

者
同
志
の
交
流
を
中
心
に
置
い
て
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
十
高
・
十
実

校
生
徒
と
の
交
流
を
メ
ー
ン
に
し
て
、

新
潟
博
・
織
物
工
場
・
博
物
館
・
大

相
撲
見
学
な
ど
多
彩
に
交
流
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
六
名
が
興
味
を
持
っ
た
の
は
日
本

的
な
古
い
文
化
で
あ
る
、
神
宮
寺
、

相
撲
、
お
茶
、
お
花
な
ど
と
、
最
先

端
の
技
術
で
あ
る
新
潟
博
、
柏
崎
原

「
全
国
下
水
道

促
進
デ
ー
」

発
な
ど
、
ま
た
も
う
一
方
の
メ
ー
ン

で
あ
る
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
、
昨
隼
の

派
遣
者
で
あ
る
根
津
さ
ん
、
中
村
さ

ん
宅
に
若
者
四
人
が
一
泊
し
て
、
短

い
時
間
な
が
ら
も
、
夜
が
ふ
け
る
ま

で
英
語
で
の
会
話
が
続
き
ま
し
た
。

　
来
年
は
、
十
日
町
の
若
者
が
コ
モ

を
訪
ず
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

眉
，
、
ー
、
ー
i
、
！
ー
、
ー
i
、
！
！
ー
、
ー
、
ー
i
、
1
、
！
！
ー
、
！
ー
、
a

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

創
　
　
鋤
　
㈹
　
㈲
時
　
㎜

議
　
珀
田
観
縫

藤
弾
習
禦
繭
…

無
9
騰
9
鼎
9
叢

｝
灘
佼
鰹
碇
間
場
㎜

創
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
会
壇

’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

普
及
促
進
町
内
別
説
明
会
実
施

　
九
月
十
日
に
全
国
下
水
道
促
進
デ

ー
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

十
日
町
市
で
も
、
待
望
の
下
水
道
が

供
用
開
始
さ
れ
、
下
水
道
へ
の
つ
な

ぎ
込
み
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

◎
五
時
～
七
時
…
フ
リ
ー
の
語
る
日
、
多
数
の
参
加
を

九
月
一
日
の
市
民
と
語
る
日
は
、

三
時
～
五
時
ま
で
は
中
学
校
・
高
等

学
校
で
生
徒
の
生
活
指
導
に
あ
た
っ

　
　
　
　
　
　
ず
　
　
ピ
ヒ

　
　
　
　
　
　
、
入
縢
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影
Ψ

》蕊驚

撒

匹
琳
響
徽
，
ピ
．

ゴ
融
沫

て
い
る
生
徒
指
導
主
事
の
先
生
と
の

座
談
会
を
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
指
導

室
で
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
五
時
～
七
時
ま
で
は
市
長

室
で
フ
リ
ー
の
語
る
日
を
開
催
し
ま

す
。
お
さ
そ
い
合
わ
せ
て
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
連
絡
は
市
総
務
課
企

画
広
報
係
（
費
七
－
三
一
一
一
番
内

線
一
二
四
）
に
お
顧
い
し
ま
す
。

す
が
、
更
に
普
及
促
進
を
は
か
る
た

め
、
九
月
一
日
～
十
二
日
に
町
内
説

明
会
を
開
催
す
る
の
を
は
じ
め
、
つ

ぎ
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
と

も
各
事
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
排
水
設
備
普
及
促
進
町
内
別
説
明

会
…
下
表
の
と
お
り

◎
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
一
般
開
放

九
月
十
日
ω
　
午
後
十
時
～
午
後
四

時
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ネ
ル
展
示

◎
小
中
学
生
に
よ
る
図
画
、
ポ
ス
タ

ー
、
作
文
募
集

◎
排
水
設
備
研
修
会
　
九
月
七
日
㈲

午
後
七
時
半
～
九
時
　
会
場
…
保
健

セ
ン
タ
ー
　
対
象
…
新
規
指
定
工
事

店
、
責
任
技
術
者
、
主
任
配
管
工

◎
特
定
事
業
場
説
明
会
　
九
月
八
日

午
後
三
時
～
五
時
会
場
…
保
健
セ

ン
タ
i

期
日

会
場
名

対
　
象
　
区
　
域

9
月
1
日
N

　
　
（

商
工
福
祉
会
館

本
町
四
丁
目
・
本
町
五
丁
目

市
　
　
民
　
　
会
　
　
館

学
校
町
一
丁
目

川
　
治
　
公
　
民
　
館

山
本
町
一
丁
目

南
　
方
　
稲
　
荷
　
社

袋
町
中

農
協
福
祉
会
館

水
野
町
・
若
宮
町

9
月
2
日
働

農
協
福
祉
会
館

高
田
町
一
丁
目
・
袋
町
東

サ
　
　
ウ
　
　
ナ
　
　
泉

泉
町
・
高
田
町
二
丁
目

市
　
　
民
　
　
会
　
　
館

学
校
町
二
丁
目

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

本
町
六
丁
目
三

本
町
一
丁
目
集
会
所

本
町
束
一
」
目
・
本
町
西
一
」
目

9
月
5
日
粉

　
　
（

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

本
町
六
丁
目
二

智
　
　
　
　
泉
　
　
　
　
寺

昭
和
町
二
丁
目
・
昭
和
町
三
丁
目

四
　
　
ツ
　
　
宮
　
　
荘

上
川
町

保
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

昭
和
町
一
丁
目

本
町
一
丁
目
集
会
所

本
町
一
丁
目
上
・
本
町
一
丁
目
下

9
月
6
日
幻

　
　
（

東
　
　
部
　
　
会
　
　
館

川
原
町

保
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

栄
　
町

織
　
　
物
　
　
会
　
　
館

西
寺
町
・
七
軒
町

原
　
田
　
屋
　
旅
　
館

西
浦
町
西
・
西
浦
町
東

立
　
正
　
佼
　
成
　
会

稲
荷
町
一
丁
目
・
稲
荷
町
二
r
目
・
稲
荷
町
三
丁
目
東

9
月
8
日
荊

　
　
（

保
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
i

干
歳
町
↓
丁
目
・
モ
歳
町
二
丁
目
・
千
歳
町
二
丁
目

市
　
　
民
　
　
会
　
　
館

宮
下
町
東
・
宮
下
町
西

川
　
治
　
公
　
民
　
館

山
本
町
四
丁
目
・
山
本
町
五
丁
目

南
　
方
　
稲
　
荷
　
社

袋
町
西

だ
　
　
　
　
い
　
　
　
　
さ

昭
和
町
四
丁
目
・
旭
町

東
　
　
部
　
　
会
　
　
館

田
中
町
東
・
田
中
町
西

9
月
9
日
翁

　
　
（

四
　
　
ッ
　
　
宮
　
　
荘

本
町
六
丁
目
一

東
　
　
部
　
　
会
　
　
館

田
中
町
本
通
り

農
協
福
祉
会
館

本
町
二
丁
目
・
本
町
三
丁
目

保
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

寿
町
一
丁
目
・
寿
町
二
丁
目
・
河
内
町

川
　
治
　
公
　
民
　
館

山
本
町
二
丁
目
・
山
本
町
三
丁
目

9
月
1
2
日
㈲

西
　
　
保
　
　
育
　
　
所

下
川
原
町

繊
　
　
物
　
　
会
　
　
館

関
口
樋
口
町
・
加
賀
糸
屋
町

だ
　
　
　
　
い
　
　
　
　
さ

駅
通
り

保
健
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

寿
町
三
丁
目
・
寿
町
四
丁
目

繊
　
　
労
　
　
会
　
　
館

諏
訪
町
・
神
明
町

「「
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ガ
ン
征
圧
畢

　
九
月
一
日
か
ら
三
十
日
は
ガ
ン
征

圧
月
間
で
す
。

　
五
十
七
年
の
市
内
の
ガ
ン
死
亡
の

一
位
は
、
昨
年
と
同
じ
く
胃
ガ
ン
が

占
め
、
つ
づ
い
て
食
道
ガ
ン
、
肺
ガ

ン
、
腸
ガ
ン
と
続
き
、
消
化
器
ガ
ン

だ
け
で
全
体
の
六
十
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
ガ
ン
の
征
圧
に
は
、
何
と
い
っ
て

も
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
す
が
、

実
際
に
は
、
胃
集
団
検
診
対
象
者
（
四

十
歳
以
上
）
の
十
五
％
の
人
し
か
検

診
を
受
け
て
い
な
く
て
、
そ
の
人
も

ゴン2位

（57年）

・死亡1
㌻㌦オー！望二叉、礎！ニン窪！、一』㌻”1

市胃集団1
参を受けた人

要精検lll繭異常なし1，425人（81．6％）

」ガン（12％〉4人2．要精検者内訳p”一一
ハ
， 1一5　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

異常なし165人（51．3％） 胃炎
胃ポ
リー

プ

その他
9．3％

30人

未検
（15％〉

48人

（11，1％）（6，2％）＞』扇房「胃かいよう

36人20人かいよう（2禦
　　　　　　　（3．1％）

　　　　　　　　10人

早
期
発
見

早
期
治
療

毎
年
固
定
化
し
て
い
ま
す
。

　
胃
検
診
の
結
果
、
十
日
町
市
の
特

徴
は
、
一
、
精
密
検
査
を
必
要
と
す

る
人
が
非
常
に
高
率
で
あ
る
事

二
、
し
か
し
、
そ
の
精
密
検
査
を
受

け
ず
に
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
人

が
、
三
魚
沼
の
十
六
市
町
村
の
中
で

も
、
最
も
多
い
と
い
う
事
で
す
。
十

日
町
市
民
は
「
あ
れ
て
い
る
胃
袋
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
」
の
で
す
。

精
密
検
査
を
逃
げ
な
い
で

　
検
査
を
受
け
な
い
最
大
の
理
由
は

「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
」
と
「
ガ
ン

を
宣
告
さ
れ
る
の
が
こ
わ
い
か
ら
」

の
二
点
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
だ
れ
し
も
「
要
精
検
」
と
言
わ
れ

れ
ば
、
多
か
れ
少
な
か
れ
不
安
に
な

る
の
は
当
然
と
言
え
ま
す
が
、
精
密

検
査
を
逃
げ
て
し
ま
っ
て
は
、
日
々

不
安
を
感
じ
な
が
ら
、
無
気
力
に
な

　　　　　　φ
誓議丁、．

斑濃／9

ベ
リ
ュ
占

麟
ンー一

っ
て
、
む
し
ろ
ガ
ン
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
と

な
り
ま
す
。

　
そ
れ
よ
り
精
密
検
査
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
「
積
極
的
に
不
安
や
疑
い

を
と
り
の
ぞ
い
て
も
ら
お
う
」
ぐ
ら

い
の
気
持
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

こ
ん
な
人
が

　
　
　
胃
ガ
ン
に

　
　
　
な
り
や
す
い

　
特
に
胃
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
人
と

い
う
の
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

も
し
あ
る
と
す
れ
ば
ど
ん
な
人
で
し

ょ
う
か
、
い
ぐ
つ
か
の
条
件
を
考
え

て
み
ま
し
よ
う
。

　
　
　
性
別

　
胃
ガ
ン
は
明
ら
か
に
男
性
に
多
く

女
性
に
少
な
く
、
そ
の
比
率
は
二
対

一
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
年
齢

　
四
十
歳
を
超
え
る
と
急
増
し
ま
す
。

　
　
　
遺
伝

　
胃
ガ
ン
が
直
接
遺
伝
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
両
親
が
胃

ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
り
、
家
系
に
ガ

ン
が
多
発
し
て
い
る
人
な
ど
、
胃
ガ

ン
に
な
り
や
す
い
家
系
と
い
う
の
は

あ
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
食
事

　
焼
肉
や
、
焼
魚
の
コ
ゲ
を
好
む
人
、

塩
分
の
多
い
食
品
を
好
ん
で
食
べ
る

人
、
熱
い
も
の
を
常
に
口
に
す
る
人
、

食
事
が
不
規
則
な
人
、
お
酒
を
大
量

に
飲
む
人
な
ど
は
要
注
意
で
す
。

四
＋
歳
を
過
ぎ
て

　
　
家
系
に
ガ
ン
の
多
い
人

　
食
生
活
に
問
題
の
あ
る

　
　
男
性
は
、

　
　
必
ず
年
｝
回
検
診
を

　
胃
ガ
ン
は

　
早
期
な
ら

九
十
％
が
治
る

　
胃
ガ
ン
は
、
早
期
な
ら
九
十
％
以

上
が
治
り
ま
す
。
こ
わ
が
る
よ
り
も

ま
ず
．
早
期
発
見
”
で
す
。

　
新
潟
県
立
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
の
小
越

内
科
部
長
に
よ
る
と
「
胃
集
団
検
診

を
受
け
た
早
期
胃
ガ
ン
は
五
十
％
を

越
え
て
お
り
、
胃
検
診
の
は
じ
ま
っ

た
昭
和
三
十
六
年
～
四
十
二
年
頃
を

比
較
す
る
と
、
早
期
胃
ガ
ン
発
見
の

主
役
の
座
は
、
集
団
検
診
に
明
け
渡

し
た
感
が
あ
る
」
と
し
て
、
集
団
検

診
が
、
社
会
的
、
経
済
的
に
比
較
的

容
易
に
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
、
治
ゆ
で
き
る
状
態
で
、
胃

ガ
ン
を
発
見
で
き
る
検
診
で
あ
る
と

意
義
づ
け
て
い
ま
す
。

1
　
偏
食
し
な
い
で
、
バ
ラ
ン

　
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る
。

♪
　も

一

7●

　
な
蜴
，
’
鰹

　
愉

・
2
　
な
る
べ
く
同
じ
食
品
を
、

　
く
り
か
え
し
て
食
べ
な
い
。

享欄
1蓼◎
へ◎

ガン予防の墾力条
！へづL4　、凶曾ゆ3

食
べ
過
ぎ
を
避
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
一
、

　
　
　
　
　
も
　
　
’
；

　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
Q

　
　
　
　
Q
g
Q

κ
“

4
　
深
酒
は
し
な
い
。

亀
丞
藤
・
・
省

曾
甚
・

　
　
◎

5
　
喫
煙
は
少
な
く
す
る
。

　
　
　
　
　
や

　
　
　
　
－
　
．
．
ー

　
　
　
　
ド

　
翔
　
　
嘱
．
f
乙

　
，
乳
鵡
製
、
ー

6
　
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
A
・
c
・
E
と

　
繊
維
質
の
も
の
を
よ
く
と
る
。

匠
。
♪
’

　
’
．
一
』

　
亀
．
．
肺
．
．

　
　
　
　
翼

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
の

　
　
純
貰
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市
内
の
ガ
ン
死
亡
順
位
で
三
位
に

　
肺
ガ
ン
は
発
生
す
る
場
所
に
よ
っ

て
、
肺
野
型
と
肺
門
型
に
分
廿
ら
れ

ま
す
。
気
管
支
の
末
梢
や
肺
葉
の
奥

に
で
き
る
肺
野
型
は
胸
の
エ
ッ
ク
ス

線
写
真
で
発
見
で
き
ま
す
が
、
肺
門

型
は
、
太
い
気
管
支
に
で
き
る
の
で

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
で
は
と
ら
え
に
く

く
、
気
管
支
鏡
や
喀
疲
の
細
胞
検
査

で
調
べ
て
見
つ
け
ま
す
。

　
治
療
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
肺

ガ
ン
も
早
く
発
見
す
れ
ば
七
十
％
以

上
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
四
十
歳
以
上
の
男
子
で
、
タ
バ
コ

ンの高危険群
④
四
〇
歳
以
上
の
男
性・

　
）

タ
バ
コ
の
毒
性
は

を
多
量
に
す
う
人
は
高
危
険
群
で
、

持
に
セ
キ
や
タ
ン
な
ど
が
長
く
つ
づ

く
人
は
医
師
の
診
察
を
受
け
た
方
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

Q

②
喫
煙
者

　
　
B
・
1

　
　
一
日
の
本
数
×
喫
煙
年
数

　
　
が
四
〇
〇
以
上
の
も
の

〆ま　
　
　
　
7

ご
ざ
〆
～
、
．
，
、

◎
自
覚
症
状

　
　
セ
キ
、
タ
ン
、
胸
痛
が
一
ヵ
月
以
上
持
続
す
る
も
の
、

　
　
血
タ
ン
の
あ
る
も
の
。

　
タ
バ
コ
の
毒
性
は
、
主
流
煙
（
直

接
肺
に
吸
い
こ
ま
れ
る
煙
）
よ
り
、

副
流
煙
（
タ
バ
コ
の
先
か
ら
出
る
煙
）

の
方
が
、

　
タ
ー
ル
．
ニ
コ
チ
ン
は
二
～
三
倍

　
ニ
ト
ロ
リ
ア
ミ
ン
は
五
倍

　
ベ
ン
ツ
ピ
レ
ン
は
三
・
七
倍

　
と
毒
性
物
質
が
非
常
に
多
い
の
で

す
。　
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
タ
バ
コ
を
吸
う

人
は
、
自
分
の
健
康
だ
け
で
な
く
、

ま
わ
り
の
人
の
健
康
も
損
っ
て
い
る

の
で
す
。
心
し
ま
し
ょ
う
。

7
塩
辛
い
も
の
を
多
量
に
食
べ
な
い
．

　
あ
ま
り
熱
い
も
の
は
と
ら
な
い
。

づ
・
倫
　
團

？
　
謹
じ

8
　
ひ
ど
く
焦
げ
た
部
分
は
、

　
食
べ
な
い
。

肺ガ

　　／
回与の

　
　
与

“
　
“

も
（

つ

感

④
家
族
歴
を
有
す
る
も
の

　
　
た
だ
し
③
の
自
覚
症
状
の
あ
る
も
の
は
女
性
も
含
ま

　
　
れ
ま
す
。

吻
一
一
マ
◆
曹
一
7
◆

一
一
号
◆

一
一
7
◆
考
◆
一
甲
7
◆
も
◆
冊
一
7
◆
一
一
官
◆
一
一
7
◆
一
騨
1
◆

一
一
7
◆
≒
◆
一
一
．
◆
一
躰
マ
◆
琴
◆
弩
◆

昌
7
◆
一
署
◆
一
一
7
◆

一
一
7
◆
昌
7
◆

昌
7
◆
　
一
∵
◆
；
7
◆
一
一
㌘
◆
寺
◆
・
一
婁
◆
一
す
◆
二
7
◆
一
マ
◆

一
一
7
◆
＝
τ
◆
6
一
雪
一
◆
『
マ
◆
；
7
◆
琴
◆

；
7
◆
一
＝
－
◆
F

◆∞”

私
の
健
康
づ
く
り

創◆◆◆◆
▲
▼ゆ　◆岬

　
私
は
十
一
．
一
年
前
に
乳
癌
の
手
術
を

▲
▼

斜
受
け
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が

樽
そ
の
せ
い
か
癌
に
は
殊
に
強
い
関
心

◆
・
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
食
品
添
加
物

ゆ
釧
に
発
癌
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
記

栂
事
を
見
て
か
ら
、
食
品
添
加
物
に
関

ゆ

“見た目より

　安全を“

－
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誘
ひ

聖
　
　
韓
謙
歎
縁
硯
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
加
工
食
品
は
な
る
べ
く
避
け
る
釧

東枯木又

当重蓄子さん

す
る
本
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
市
販

さ
れ
て
い
る
食
品
の
中
に
随
分
沢
山

の
危
険
な
食
品
の
あ
る
こ
と
を
識
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
一
つ
一
つ
気
に
か

け
て
い
て
は
、
と
て
も
生
活
し
て
は

い
か
れ
ま
せ
ん
が
、
添
加
物
の
中
に

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　
「
見
た
目
よ
ゆ

り
安
全
性
一
を
購
入
の
目
安
に
し
ま
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

す
。
野
菜
も
「
虫
の
食
べ
ら
れ
る
も
御

の
は
人
に
も
安
全
θ
と
い
う
観
点
か
吟

ら
無
農
薬
栽
培
の
自
給
に
頼
っ
て
い
幡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

ま
す
。
ひ
と
昔
前
か
ら
み
る
と
随
分
斜

奇
妙
な
話
で
す
が
、
自
分
の
健
康
は
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

自
分
で
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
ー
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

と
い
う
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
家
斜

族
の
助
言
や
協
力
を
得
な
が
ら
、
健
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

康
づ
く
り
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
釧

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

一
．
7
◆
曇
◆
曇
◆
も
◆
き
◆
一
一
．
◆
睾
◆
≒
◆
も
◆
｝
．
7
◆
．
一
輔
7
◆
．
一
騨
望
◆

一
一
で
◆
も
◆
．
｝
｝
官
◆

一
曹
7
◆
も
◆
．
一
曹
曹
◆

一
一
1
◆

一
一
．
◆
一
一
号
◆
．
一
讐
雪
◆
辱
◆
睾
◆

一
一
7
◆
奪
◆
≒
◆
睾
◆
≒
◆
も
◆
一
一
マ
◆

妻
◆
睾
◆
毒
◆
≒
◆
、
己
7
◆
多
◆
睾
◆
≒
◆
呂
漏

虫
歯
は
ふ
せ

～
フ
ツ

げ

る

．グ

素
洗
口
に
よ
る

む
し
歯
予
防
講
演
会
～

　
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
（
関
口
文

二
郎
会
長
）
で
は
、
む
し
歯
予
防
講

演
会
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
　
九
月
三
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
～

会
場
　
津
南
町
役
場

講
師
　
新
潟
大
学
歯
学
部
予
防
歯
科

　
　
　
教
室
助
教
授

　
　
　
　
境
　
修
　
先
生

　
当
日
は
、
正
午
に
送
迎
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
が
、
市
役
所
前
か
ら
で
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
市
保
健
衛
生
課
保

健
衛
生
係
（
智
七
ー
三
一
二
番
、

内
線
五
〇
二
・
五
〇
三
）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

つ
ρ　
〃

し
∩

■

ノ
訟

，七

ガン予防の12力条

ぎ
。

　　ノσ◎‘ニピな・諦、・の
　ごb、bしき　’　1渓

11

過
労
を
避
け
る
。

　
歯

鈴
　
、

　
　
碗
乙
以

礒
12

　
か
ら
だ
を
清
潔
に
す
る
。

ク

幽～

｝「｝「



．一」＿＿．

III””””1””””1”1””ll””川”llIIllll“II”””””ll””昭和58年8月25日1”lll””””“ll”1””1”II“””””lll”1””””II”””ll“”1川”““””lll””11と’お・ガ夢3∂『飼75だ翔『”””1”lml”lll＠）

僑藺 ●

曇

このほど昭和58年度分の国民健康保険料率がつぎのよう

に決定しました5

　●所得割　　4．5％　　●資産割　53％

　●被保険者均等割　　13，950円

　●世帯別平等割　　18，320円

この保険料の総額は8億876万6千円（被保険者1人当た

り38，148円）で、昨年比13．37％の増加となりました。

保険給付費は18億7976万円
　　　　　　　　　〈1人当たり87，346円〉

保険料は7億2532万円く、説郵

一昭和57年度国保決算一・

万
円
億
2
2
　
％
り

97

千
7
3
　
7
よ

響
瓠
罷

／／

89

4
よ
　
体
前

競
餐
搾
｛

O
よ
料
前
　
賛
円

59

度
険
で
　
付
4
5

の
年
保
）
　
給
β
。

体
前
た
円
　
険
87
た

全
で
い
0
3
　
保
り
し

が
）
だ
7
　
た
た
ま

金
円
た
3
3
。
つ
当
り

助
4
3
い
り
た
払
人
な

補
浴
て
た
し
支
／
と

の
54
め
当
ま
に
＼
増

ら
り
納
人
り
等
円
の

か
た
ら
ー
な
院
千
円

函
赫
跳
漏
馨
（

は
ー
さ
干
の
は
7
6
万

で
＼
皆
3
円
で
7
9
／
9

入
円
＼
万
千
出
億
3
6

収
工
－
増
32
5
支
／
8
億

　
5
の
2
5
万
　
（
／

皆
さ
ん
が
医
者
に
か
か
っ
た
時
の

医
療
費
の
七
割
を
、
国
保
が
負
担
し

ま
す
が
、
そ
の
財
源
は
、
国
の
負
担

と
わ
た
し
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
国
保
制

度
は
運
営
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、

わ
た
し
た
ち
被
保
険
者
の
義
務
で
す
。

期
日
ま
で
に
必
ず
納
め
る
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

納
付
義
務
者
は
世
帯
主

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
の
こ
と
を
納
付
義
務
者
と
い
い

ま
す
が
、
そ
の
人
は
世
帯
主
で
す
。

　
い
つ
か
ら
払
う
か

　
保
険
料
は
被
保
険
者
に
な
っ
た
月

か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
と
い
う
の

は
、
市
役
所
に
加
入
の
届
出
を
し
た

と
き
か
ら
で
は
な
く
、
職
場
の
健
康

保
険
を
や
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
、

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
、
そ
の

居
住
地
に
住
み
は
じ
め
た
と
き
を
い

い
ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
こ
の

被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き
ま
で
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
の
決
め
方
－
医
療
費
に
応

昭和57年度国民健康保険特別会計の決算をお知らせしま
す。

収入では￥国からの補助金が全体の59．0％（／／億7597万

繰入金
7，352万

2千円
（3．7％）

歳入
19億9292万

4千円

その他
1，810万

4千円
（0．9％）

　保険料
　7億2532万
　　3千円
　　（36．4％）

国庫支出金
11億7597万5千円

　（59．0％） 収支差引残
862万2千円

総務費
5，733万

2千円
（2．9％）

その他
4，720万

　7千円
（2．4％）

歳出
19億8430万

2千円

｛呆険給イ寸費

18億7，976万3千円
（94．7％）

じ
て
1

　
保
険
料
の
額
は
、
基
本
的
に
は
、

そ
の
年
の
医
療
費
に
応
じ
て
決
め
ら

れ
ま
す
。
ま
ず
、
そ
の
年
の
医
療
費

が
ど
の
く
ら
い
か
を
予
測
し
、
そ
の

額
か
ら
、
受
診
の
と
き
患
者
が
負
担

す
る
分
（
三
割
）
と
国
保
が
負
担
す

る
分
を
控
除
し
た
額
が
、
保
険
料
と

し
て
賦
課
さ
れ
ま
す
。
国
の
負
担
は

お
お
ま
か
に
い
う
と
、
医
療
費
の
四

　
　
ヤ

割
と
　
保
険
者
の
財
政
力
に
応
じ
て

交
付
さ
れ
る
も
の
（
全
国
平
均
で
価

割
）
と
の
合
算
額
で
す
。
つ
ま
り
平

均
“
割
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
保
険
料
の
総
額
は
、

平
均
的
に
は
医
療
費
の
％
割
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

保
険
料
の
額
は
医
療
費
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
ま
す
か
ら
、
医
療
費
が
ふ
え

れ
ば
、
当
然
保
険
料
も
ふ
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
決
定
は
毎
年
八
月

　
そ
の
年
の
保
険
料
は
毎
年
八
月
に

決
ま
り
ま
す
の
で
、
す
で
に
保
険
料

決
定
通
知
書
で
金
額
や
計
算
の
内
訳

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
世

帯
内
の
異
動
な
ど
で
保
険
料
が
変
っ

た
時
は
、
そ
の
つ
ど
保
険
料
の
変
更

通
知
書
に
よ
り
、
変
っ
た
額
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
一
期
、
二
期

は
仮
算
定
で
昨
年
度
の
保
険
料
を
も

と
に
賦
課
し
ま
し
た
が
、
八
月
の
本

算
定
で
差
引
精
算
し
ま
し
た
の
で
三

期
分
以
降
は
届
い
て
い
る
納
付
書
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

●保険料の計算
保険料はみなさんの所得、固定資産税をもとに計算される応能割と

被保険者世帯をもとに算出される応益割の合計からなっています。
　按分基礎額×揚＋固定資産税額×掃

　　　応能割
＋13，950×被保険者数＋18，320×1世帯＝年間保険料

　　　　　応益割
ただし年間保険料の最高限度額は28万円で、これを賊課限度額とい
います。

〃事故は思わぬところから！7

私たちの身のまわりには、ケガや事故につながる危険が

案外多いものです。　「あっ！シマッタ」では遅すぎます。

日頃から安全に対して十分注意し、また正しい応急手当の

知識を身につけ、おちついて適切な処置をしましょう。

■囮回圏D
★やけどの処置のポイントは次のふたつ。

ヨ
　
　
　
　
　
　
ゴ

剤価

〆」

　　　①熱を早く冷やすこと。

　　　②二次感染を防ぐこと。
／グ　　　　熱の種類はあまり関係ありません。民間療法で効くと

§㌧いわれる、rしょうゆ」rみそJ　rちんく油」などは、感

　　染したり、皮膚を刺激するのでつけてはいけません。ま

　　たオリーブ油も、患部の熱の放散を妨げるので使用しな

　　いようにしましょう。
6
◆30分間、とにかく冷やす

水道の水を流しっぱなしにするか、洗面器に流しこんで、とにかくひ

たすら冷やします。軽いやけどは、これでほとんどなおります。

◆服は着たまますぐ冷やす

服の上から熱湯をあぴたら、そのままで、水で冷やし、服はハサミで

切り取ります。

◆水ぶくれは破らない

もし破れたら、よく消毒して溝潔なガーゼを当てておきますも
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十日町地域清防本『蔀

　
　
九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」

　
で
す
。

　
　
救
急
車
の
出
動
回
数
は
、
年

　
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

　
た
機
会
に
、
救
急
車
の
正
し
い

　
利
用
に
つ
い
て
、
皆
ん
な
で
考

　
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
事
故
者
を
発
見
し
た
ら
、
負
傷

し
て
い
る
「
箇
所
」
「
程
度
」
ま
た
、

急
病
の
と
き
は
「
ど
こ
が
悪
い
か
」

を
調
べ
、
そ
の
場
で
の
応
急
処
置
で

回
復
す
る
か
、
ま
た
医
療
機
関
で
診

察
が
必
要
で
あ
る
か
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。

二
、
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
場

合
、
救
急
車
を
要
請
す
べ
き
か
、
自

家
用
車
、
タ
ク
シ
ー
で
可
能
か
ど
う

か
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
救
急
車
を
利
用
で
き
る
場
合

ω
災
害
に
ょ
り
生
じ
た
事
故
、
屋
外

公
衆
の
出
入
す
る
場
所
で
起
っ
た
事

故
で
傷
病
者
を
医
療
機
関
へ
緊
急
に

搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

ω
屋
内
の
事
故
で
、
緊
急
に
医
療
機

関
へ
搬
送
が
必
要
で
、
適
当
な
手
段

が
な
い
場
合

四
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
と
き
は
、
救
急

車
を
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
に
搬
送
す
る
必
要
の
な
い
傷

病
者

．
タ
ク
シ
i
、
自
家
用
車
で
搬
送
で

き
る
傷
病
者

．
「
け
が
」
や
病
気
で
な
い
酔
っ
ぱ

ら
い
。

五
、
救
急
車
が
必
要
な
と
き
は
、
一

一
九
番
で
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
つ
い
て

落
ち
つ
い
て
、
は
っ
き
り
と
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

．
救
急
車
に
来
て
ほ
し
い
町
名
・
目

標
物
等

．
傷
病
者
の
氏
名
・
性
別
・
年
令
・

世
帯
主
氏
名

・
傷
病
者
の
容
体
・
状
況
等

・
救
急
車
の
ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
た
ら
屋
外
等
に
出
て
、
案
内

を
お
願
い
し
ま
す
。

休
日
救
急
医
療
の

　
　
　
　
　
　
目
的
に
そ
っ
た
利
用
を

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
一
　
　
十
日
町
市
と
中
魚
沼
郡
の
三
町
村

次
医
療
の
休
日
在
宅
当
番
医
制
と
二

次
医
療
の
病
院
群
輪
番
制
と
が
あ
り

ま
す
が
利
用
に
当
っ
て
は
、
そ
の
目

的
に
そ
っ
た
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
休
日
在
宅
当
番
医
制

休日救急医療体制図

病院群輪番制

（
重
症
患
者
）

董（畿麟）

憲
置

休日在宅当番制

第1次救急医療
，日曜日・

祝祭目診療

患　　　　者

で
は
、
郡
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て

日
曜
．
祭
日
な
ど
の
休
日
に
病
、
医

院
が
当
番
制
で
休
日
救
急
診
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
制
を
一
次
救

急
医
療
体
制
と
い
い
比
較
的
軽
い
患

者
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

　
病
院
群
輪
番
制

　
十
日
町
病
院
、
津
南
病
院
、
上
村

病
院
、
中
条
病
院
の
四
病
院
が
、
日

曜
、
祭
日
ご
と
に
輪
番
で
担
当
し
、

急
い
で
手
術
が
必
要
な
患
者
を
は
じ

め
、
一
次
医
療
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
重
症
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
当
番
に
当
っ
た
病
院
で
は
、
必

要
な
医
師
を
配
置
し
、
病
床
を
確
保

し
て
救
急
の
場
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
　
訓
練
生
を
募
集

　
　
　
　
新
潟

　
　
　
［
磐
］

　
　
高
等
職
業
訓
練
校

　
県
立
新
潟
高
等
訓
練
校
（
新
潟
市
）

魚
沼
高
等
訓
練
校
（
堀
之
内
町
）
で
は

次
の
要
項
に
よ
り
昭
和
五
十
九
年
度

の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

★
募
集
科
目

　
〔
新
潟
〕
電
気
施
設
科
、
自
動
車
整

備
科
、
測
量
科
そ
れ
ぞ
れ
三
十
名

　
〔
魚
沼
〕
電
気
施
設
科
、
測
量
科
そ

れ
ぞ
れ
二
十
名

★
応
募
資
格
…
…
高
等
学
校
卒
業
者

以
上
（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

★
願
書
受
付
…
…
九
月
一
日
～
三
十

日
ま
で

★
選
考
日
…
…
十
月
十
一
日
㈹

★
応
募
手
続
と
問
い
合
わ
せ
…
…
職

業
安
定
所
ま
た
は
、
新
潟
高
等
職
業

訓
練
校
（
新
潟
市
鐙
西
一
丁
目
魯
〇

二
五
二
ー
四
七
ー
七
三
六
一
番
）

魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
北
魚
沼
郡

堀
之
内
町
盈
〇
二
五
七
九
四
i
二
四

一
〇
番
）
へ
。

屋
外
癒
餐
魏

　
　
　
講
習
鎌
懇
顯
羅

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
人
は
、
屋
外

広
告
物
修
了
者
等
の
設
置
が
必
要
で

す
。
県
で
は
、
つ
ぎ
の
日
程
で
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

受
講
を
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
九
月
十
二
日
㈲
　
午
前
十

時
～
午
後
五
時

■
会
場
　
白
山
会
館
（
新
潟
市
一
番

堀
通
町
一
）

■
申
込
手
続
　
九
月
五
日
㈲
ま
で
に

県
土
木
部
都
市
計
画
課
へ
申
込
み
を
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
土
木
事

務
所
（
盈
七
ー
五
五
一
一
番
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
行
政
書
士
試
験

　
県
で
は
五
十
八
年
度
の
行
政
書
士

試
験
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実
施
し
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
試
験
日
及
び
試
験
地
　
十
月
二
十

三
日
㈲
　
新
潟
市
立
宮
浦
中
学
校

■
申
込
み
受
付
期
限
　
九
月
九
日
㈹

（
郵
送
の
場
合
は
同
日
消
印
有
効
）

■
受
験
手
数
料
　
三
千
五
百
円

■
そ
の
他
　
資
格
、
試
験
内
容
等
の

詳
細
の
問
い
合
わ
せ
は
、
県
総
務
部

地
方
課
行
政
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
8
0
二
五
二
－
二
三
ー
五
五
一
一
）

県
民
手
帳
予
約
募
集

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
最
新
の
統
計
資
料
を
掲
載
し
、

使
っ
て
便
利
な
「
一
九
八
四
年
版
県

住宅統計調査に

ご協力ください

　10月1日現在で住宅統計調査が実施さ

れます。この調査は、「住宅の国勢調査」

といわれる大規模な調査で、私たちの生

活の基盤である住宅の状況を明らかにす

るとともに、国や県・市の住宅建設計画、

都市計画、環境整備計画などの立案のた

めの資料として広く利用されます。

　十日町市では96調査区、約2，260世帯が

調査の対象どなります。

　9月下旬から、調査員が調査票を配布

に世帯を訪問しますので、ご協力をお願

いします。なお対象地域と担当調査員に

つきましては9月10日号の市報でお知ら

せします。

　問い合わせは市総務課企画広報係（魯

7－3111番内線214）へ．

民
手
帳
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
予
約
募
集
中
で
す
。

●
受
付
期
間
　
九
月
六
日
ま
で

●
価
格
　
　
一
冊
三
百
三
十
円

●
申
込
先
　
市
・
総
務
課
企
画
広
報

係
（
8
七
f
三
一
一
一
番
内
線
二
一

四
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
発
行
時
期
　
十
一
月
中
旬

ご
窃
翻
灘
灘
獅

　
　
　
　
　
　
纏
耀
灘
度

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
等
で
被
害
を
受

け
た
の
に
検
察
官
が
犯
人
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
の
は
、
ふ
に
お
ち
な

い
。
」
　
「
選
挙
違
反
、
汚
職
等
の
疑
惑

の
あ
る
事
件
で
告
発
し
て
も
起
訴
し

な
い
の
は
納
得
で
き
な
い
θ
こ
ん
な

不
満
の
あ
る
人
の
た
め
に
検
察
審
査

会
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
の

選
挙
人
名
簿
か
ら
ク
ジ
で
選
ば
れ
た

十
一
人
の
審
査
員
が
不
起
訴
処
分
を

調
べ
な
お
す
民
主
的
な
国
の
機
関
で

す
。
申
し
立
て
の
費
用
は
無
料
。
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
（
長
岡
審
査

会
事
務
局
台
〇
二
五
八
ー
三
五
－
二

一
四
一
番
）

．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問

π
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9月の大会・行事予定表
期日 曜日 行　　　事　　　名 会　場 主　管

％ 日 第2回壮年ソフトボール大会 青少年野外
スポーツセンター

市体育指導委貝会

市教育委員会

〃 〃

石田スポーツ杯

二市三郡クラブ対抗（バドミントン）
十日町中学校 バドミント嘱桧

〃 〃

軟式庭球）第10回

孫六杯選手権大会

信濃川運動公園

テニスコート
軟式庭球連盟

〃 〃 秋季婦人テニス大会（軟式） 〃 〃

〃 〃

硬式庭球）第6回

グリーンテニス杯

市営庭球コート

（城ケ丘）
テニス協会

％～ 月～ 秋季柔道教室 武　道　館 柔道協会

％ 水 スポーツリーダー養成講座 市民会館 市教育委員会

％ 日 日新火災杯バレーボール大会 市民体育館 バレーボール協会

〃 〃 大源太キャニオン 山岳（あすなろ会）

〃 〃

野球）

秋季選手権（織組理事長杯）開始

市営グラウンド

ほ　　　　か
野球連盟

％ 〃 秋季婦人テニス大会（硬式）
市営庭球コート

（城ケ丘）
テニス協会

〃 〃 スポーツリーダー養成講座 市民体育館 市教育委員会

％ 金 市民ハイキング 小松原湿原 山岳（山路野会）

％ 日 剣道）県居合道研修会 武　道　館 剣道協会

％ 木 第7回ゲートボール大会 青少年野外
スポーツセンター

市教育委員会

9月 体操）中学校訪問指導会 十中南中仲条中 体操協会

9月 海岸沿サイクリング サイタリング協会

たいいく・スポーツコーナー

愚
硬ン

諺》・

第16回少年野球大会結果（8／5～7）
　　　　　　　　　　　（準々決勝以上、参加37チーム）

3 4

3 O

決勝戦スコア

品

西
小
一
区
A

3 4

中　　与本

　　　条　　丁町
　　目
　　A

鐙
島

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

1 2 3 4 計
鐙島ファイターズ 1 0 O O 1
川治妻有Aチーム 2 0 O × 2

O

2
5

8 1 3 O

西
小
五
区
A

東
部
A

川
治
妻
有
A

・
新
座
A

9／4（日）

　信濃川運動公園テニスコート

●18歳以上の女性（高校生除く）

●申込先…8月29日（月）までに

　稲荷町2宇都宮正人さんへ
　　（盈7－8862番）

者
ル璽
会
徊
↓
大

第
ゲ

優　勝　川治妻有Aチーム

準優勝　鐙島ファイターズ

秋の市民ハイキング〈山路野会〉

●ゆく先……小松原湿原

●日　時……9月23日㈹

●募集人員…50名

●日　程

　午前6：00市民会館集合

　午後5：00市民会館解散

　〔　　マイクロバス…

　　　　片道1時間30分

　　徒歩…片道2時間

＜秋分の日＞

　●参加料

　　大人…2，300円
　　中学生以下…1，800円

　●申込先…市民体育館

　●申込締切…9月14日㈹

　●参加者説明会

　　9月16日働市民会館
　　※参加料を持参ください

墨．
一1’

　ぐ・（蓮，
ご

畢

9／18（日）

　城ヶ丘テニスコート

●18歳以上の女性（高校生除く）

●申込先…9月12日（月）までに

　上川町柳信子さんへ

　　（87－9328番）

●9／29（木）

　雨天の場合～30㈹

●青少年野外

　　スポーツセンター
●資格…市内在住60歳

　　　　以上の人

●制限…1チーム5名
　　　　（1名が主将）

　同1人が2チーム出
　場不可
●申込締切…9／19（月）

　市役所体育課ゲート

　ボール大会事務局へ
（所定の申込用紙有）

■市民プール閉場
　市民プールは8月31日（午前中は開場）

　をもって閉場いたします。

第6回
グリーンテニス杯

●9月4日（日）

　雨天…9月11日に
●城ヶ丘テニスコート

●種目…男子ダブルス

　Aブロック
　　（経験2年以上）

　Bブワック
　　（経験2年以下）

●参加料…

　1チーム2，500円
●参加資格…

　郡市内在住者
●申込み…8／30までに

　高田町1
　上村一夫（上常商店）

※参加料を添えて申込む

地域の障害者に愛の手を
　共に生き、共に歩もう！

騙恥ティ鰺
《内容》

・チャリティ文化展

・新田重貞個展

・井部富夫作陶展

・十日町市美術協会有志新作展

・十日町小原流松岡喜久氏展
《とき》

9／10Cと）～9／11（月）

午前9時～午後5時　乍前9時～午後4時・

《ところ》

十日町市博物館（西本町1丁目）
《主催》

・十日町市社会福祉協議会

・中魚沼郡・十日町市チャリティ

　コール実行委員会

　　■　　　●

　　　　　　　　　　　再度
●手づくりネクタイ　　開催

　1日講習会

…経験のない人も、2時間半の講習

で一生ネタタイづくりが楽しめる知

識が身につく。

　　　　　　午前9：30～正午
9月13日（火〉
一　　　　　午後1：00～3：30

＜受講料〉3，500円（材料費込）

●工芸袋物教室（第2回受講生募集）

＜開 講日＞9／5（月）より

　　　　月4回・毎週月曜日
　　　　（午後1：3ぐ）～3：30）

〈講　師〉　押木キン先生

く定　員〉　20名

〈受講料〉　1回1，000円

　　　　　（1コース12回）

※申込み・問い合わせは

●

ゆ
　
ず
　
り
　
　
ま
　
す

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

中
　
　
古

一
万
～

｝
万
五
千
円

水
　
　
そ
　
　
う

65
×
5
0
×
50
㎝

相
談
で

ベ
　
ビ
ー
カ
ー

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク

〃

相
談
で

乾
燥
器
（
米
用
）

中
　
　
古

一
万
円

狐
の
は
く
製

〃

〃

ゆ
　
ず
　
っ
　
て
　
く
　
だ
　
さ
　
い

折
た
た
み
自
転
車

〃

二
万
三
千
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

脱
　
　
穀
　
　
機

生
だ
ち
専
用

三
万
円

婦
人
用
自
転
車

中
　
　
古

五
千
～

一
万
円

バ
イ
ク
（
50
㏄
）

五
十
六
年
型

二
万
円

英
文
タ
イ
プ

44

キ
i

相
談
で

ベ
ビ
…
サ
ー
ク
ル
ベ
ッ
ト

ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア

エ
ン
ゼ
ル
カ
ー
チ
ェ
ァ

中
　
　
古

相
談
で

自
転
車
（
男
子
）

小
学
高
学
年

中
　
　
古

〃

ビ
　
　
　
デ
　
　
　
オ

（
ソ
一
丁
べ
ー
タ
ー
マ
ッ
ク
ス
）

〃

十
万
円

台
　
は
　
か
　
り

百
ー
㎏

一
万
円

自
転
車
（
女
子
）

〃

五
千
円

自
　
　
転
　
　
車

祷
助
車
付

五
千
円

机

〃

相
談
で

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
8
月
朽
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）
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永六輔・はち

ドレ、、、ファソ
リ
フ

．
へ（

，
9
、
．
弾

　
　
　
本
当
の
「
地
方
の
時
代
と
は
…
…

　
　
　
地
域
を
み
つ
め
る
こ
と
と
は
…
…
…

　
　
　
あ
な
た
に
と
っ
て
地
域
文
化
と
は
何
ー
？

　
　
　
永
六
輔
さ
ん
の
楽
し
い
話
の
中
に
、
あ
な
た
自
身
の

　
　
　
「
地
方
」
を
見
つ
め
る
視
点
を
、
よ
り
確
か
な
も
の

　
　
　
に
す
る
こ
と
は
、
い
か
が
で
す
か
。

●
日
時
　
九
月
三
日
ω
　
午
後
六
時
二
十
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
場
　
五
時
三
十
分
）

●
場
所
　
鉢
・
真
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
　
体
育
館
）

●
入
場
券
　
五
百
円
…
…
小
学
生
以
下
無
料

　
（
野
上
書
店
．
丸
久
紙
店
・
イ
ト
i
楽
器
に
あ
り
ま
す
）

●
交
通
　
で
き
る
だ
け
臨
時
バ
ス
の
ご
利
用
を

　
．
往
ー
午
後
五
時
五
十
分
　
高
田
町
二
市
営
駐
車
場
発

　
．
復
f
午
後
九
時
三
十
分
　
鉢
発

　
・
バ
ス
代
　
　
往
復
五
百
円

　
■
主
催
…
…
鉢
青
年
団
（
真
生
会
）
と
そ
の
仲
間

BSNテレビ
「ドキュメント、新潟は今」
　　　　　（ふるさとを愛するシリーズ）

……ある山村の夏一…
　　　蟻緑の里にふるさとを求めて“

●長谷川時夫さん（大池）の音楽と生活

〈：1㌃蕪了膠離謄長対談など＞

　8月28日（日）午後5時から放映

　　　　……鉢石仏まつり……
●9月3日仕）・4日（日）鉢石仏境内にて

●無病、壱、災・安産の神等200基近い石仏の幽深なムードの

旧跡と、手づくりの村まつりが見事に調和した催しです。

目・耳・足で確かめる　
市
公
民
館
で
は
九
月
か
ら
市
民
講

座
「
十
日
町
再
発
見
」
を
次
の
要
項

で
開
催
し
ま
す
。

★
期
間
　
九
～
十
一
月
の
第
二
・
四

水
曜
日
（
夜
七
～
九
時
）

★
講
師
　
○
河
岸
段
丘
…
…
佐
藤
武

志
先
生
（
中
条
中
）
○
近
世
人
物
史

（
検
討
中
）

★
対
象
　
小
中
高
校
生
を
除
き
、
ど

な
た
で
も
可
。
　
（
定
員
三
十
名
）

★
申
込
み
そ
の
他
　
受
講
料
は
無
料
。

九
月
十
日
ま
で
に
市
公
民
館
本
館

（
費
七
ー
五
〇
二
番
）
へ
申
込
み

を
。
電
話
可
。
最
初
の
学
習
日
に
ハ

ガ
キ
三
枚
を
提
出
。

”
交
通
安
全
家
族
会
議
”
作
文
募
集
！

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、

家
族
皆
ん
な
が
、
折
に
ふ
れ
て
身
近

か
な
問
題
を
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
。

総
理
府
で
は
、
こ
れ
ら
の
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
内
容
や
方
法
、

実
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

作
文
を
次
の
要
領
に
よ
り
募
集
し
て

い
ま
す
。

★
テ
ー
マ
…
…
「
我
が
家
の
交
通
安

全
」★
応
募
期
間
…
…
九
月
二
十
日
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

★
応
募
区
分
と
方
法
…
…
ω
小
学
生

の
部
（
低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
）

及
び
中
学
生
の
部
　
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
三
枚
以
内
　
ω
母
親
、
一
般
の

部
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
。

★
賞
…
○
総
理
府
総
務
長
官
賞
各
部

一
名
○
佳
作
各
部
十
名
以
内
。

★
詳
細
の
問
い
合
わ
せ
…
…
市
役
所

市
民
生
活
課
環
境
係
（
費
七
－
三
一

一
一
番
内
線
一
四
一
）
へ
。

さい〈い

　
市
内
に
は
縄
文
時
代
（
約
一
万
年
～
二
千
五
百
年
前
）

の
遺
跡
が
約
八
○
ヵ
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
掘
る
に
は

国
の
許
可
が
必
要
で
、
無
断
で
掘
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

が
今
、
開
発
の
関
係
で
赤
羽
根
遺
跡
（
ゴ
ル
フ
場
）
の
発

掘
調
査
を
始
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
博
物
館
（
友
の
会
）

で
は
、
こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
参
加
し
て
も
ら
う

計
画
を
た
て
ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
人
々
の
く
ら
し
を
学

び
、
文
化
財
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
宣
伝
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
次
の
通
り
お
こ
な
い
ま
す

●
日
時
／
9
月
n
日
（
日
）
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
4
時

　
　
　
　
（
雨
天
の
場
合
は
9
月
1
8
日
（
日
）
に
延
期
）

羅鞠．

場
所
／
鞭
騒
験
儲
響
・
場
）

　
　
　
　
　
†

　
　
　
　
　
　
　
●
会
費
／
一
人
三
〇
〇
円
（
オ
ヤ
ツ
、
資
料
代
）

　
　
　
　
　
　
　
●
持
参
／
昼
食
、
水
筒
、
手
シ
ャ
ベ
ル
、
筆
記
用
具
、
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ル
、
雨
具

　
　
　
　
　
　
　
●
仕
度
／
作
業
着
、
帽
子
、
ズ
ッ
ク
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
●
対
象
／
小
学
校
五
年
以
上
中
学
生
ま
で

　
　
、
妬
．
翼
、
．
　
　
●
定
員
／
二
十
五
名
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
）

謙
撫
　
　
．
申
込
／
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
．

謬
羅
月
要
項
忠
込
み
書
は
博
物
館
に
あ
り
蔑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
内
西
本
町
一
、
電
話
七
－
五
五
＝
二
）

｝
一
　
＝
「
■
　
　
■
　
、
　
　
　
．
：

継

難議　
　
　
　
　
　
　
お

尋
　
鞭

難

．
饗

　　　　　　　驚
　　　　職　　　　峯
　　辮
　響
馳

　　　　藤単

博
物
館
資
料
〈
七
月
分
〉

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

三
輪
　
ノ
ブ
（
美
雪
町
2
）

長
岡
市
立
科
学
博
物
館

登
坂
　
サ
ヨ
（
川
西
町
）

岡
田
、
啓
三
（
中
条
中
町
）

山
田
　
正
邦
（
山
際
）

魚
沼
文
化
の
会

町
田
市
立
博
物
館

京
都
市
考
古
資
料
館

新
潟
市
教
育
委
員
会

大
阪
郵
政
考
古
学
会

吉
田
中
学
校
（
小
泉
）

大
津
　
茂
八
（
魚
之
田
川
）

府
中
市
環
境
部

波
間
　
秀
三
（
本
町
三
）

水
口
部
落
（
下
条
）

船
橋
市
郷
土
資
料
館

鶴
ヶ
島
町
教
育
委
員
会

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館

湯
沢
　
健
一
（
丸
山
町
）

金
沢
　
静
雄
（
新
宮
）

長
野
市
立
博
物
館

西
方
　
ソ
ノ
（
高
田
町
1
）

幾　
嚢

懸
縷

鍵

、
灘
灘

π
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麻
し

ん
（
は
し
か
）

予
防
接
種
を
実
施

　
は
し
か
は
だ
れ
で
も
か
か
る
病
気

と
さ
れ
て
お
り
、
重
い
肺
炎
や
脳
炎

を
併
発
し
や
す
い
の
で
油
断
で
き
な

い
病
気
で
す
．

　
市
で
は
、
郡
市
医
師
会
の
協
力
を

得
て
、
十
月
に
市
内
八
医
療
機
関
で

個
別
接
種
で
実
施
し
ま
す
が
、
そ
の

申
し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で

希
望
者
は
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者
　
H
五
十
六
年
四
月
二

日
～
五
十
七
年
四
月
一
日
の
間
に
生

ま
れ
た
人
。
⇔
五
十
二
年
十
一
月
一

日
～
五
十
六
年
四
月
一
日
の
間
に
生

ま
れ
た
人
で
未
接
種
の
人
。

受
付
　
九
月
五
日
（
月
）
～
九
日
（
金
）

の
午
前
十
時
～
午
後
二
時
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
費
七
ー
三

　
一
一
一
番
内
線
五
〇
二
・
五
〇
三
）

接
種
料
金
　
千
二
百
円

　
接
種
料
金
は
申
し
込
み
時
に
納
入

し
て
く
だ
さ
い
（
生
活
保
護
世
帯
は

無
料
で
す
）

持
参
す
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
・

　
　
印
か
ん
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
循
環
器
健
診
日
程

検
診
月
日

検
診
時
間

検
診
会
場

検
　
診
　
地
　
区

9
月
5
目
e分

午
前
憩
時
～

　
午
ル
剛
n
時

当
間
冬
期
分
校

当
間

午
後
1
時
～

　
午
後
2
時

大
石
冬
期
分
校

大
石

午
後
2
時
20
分
～

　
午
後
3
時

南
雲
冬
期
分
校

南
雲

9
月
6
日
幻

　
　
　
（

午
前
10
時
～

　
午
前
n
時
3
0
分

野
中
小
学
校

漆
島
、
池
沢
、
野
中

午
後
1
時
3
0
分
～

　
午
後
2
時

鍬
柄
沢
集
会
場

鍬
柄
沢

9
月
8
日
N

　
　
　
（

午
前
9
時
3
0
分
～

　
午
晶
削
n
時

細
尾
公
民
館

天
池
、
細
尾
、
池
之
尻

午
後
1
時
～

　
午
後
3
時

姿
公
民
館

姿
1
・
2
、
安
養
寺

9
月
9
日
爾

午
前
9
時
30
分
㌻

　
午
前
11
時
3
0
分

馬
場
小
学
校

水
沢
㈹
、
馬
場
1
・
2

午
後
1
時
～

　
午
後
2
時

馬
場
小
学
校

馬
場
3
・
4

午
後
2
時
3
0
分
～

　
午
後
3
時
30
分

珠
田
分
校

珠
川
㈹

9
月
12
日
㈹

午
前
9
時
30
分
～

　
午
前
1
0
時
3
0
分

飯
塚
洲
司
氏
宅

中
在
家
、
水
沢
市
之
沢

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
。

※
蕊
才
以
上
の
か
た
は
血
圧
測
定
、
検
尿
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て

　
く
だ
さ
い
。

◎
循
環
器
健
康
診
断
（
血
圧
測
定
、
検
尿
）
の
受
診
者
は
百
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
老
人
保
健
法
に
よ
る
健
康
手
帳
医
療
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
、
生
活
保

　
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人
　
H
今
ま

で
に
は
し
か
に
か
か
っ
た
人
と
予
防

接
種
を
受
け
た
人
　
⇔
鶏
卵
、
カ
ナ

マ
イ
シ
ン
、
エ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
に

ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
　
口
接
種
前

一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
を
お
こ
し
た

こ
と
の
あ
る
人
。

　
※
は
し
か
予
防
接
種
希
望
者
は
、

十
月
実
施
予
定
の
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
投

与
を
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

接
種
後
は
、
一
ヵ
月
間
は
他
の
予
防

接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
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一一

4
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
費
2
の
2
9
5
7
番
…

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
二

　
　
　
　
　
智
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番
…

11

日
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
　
　
　
　
費
5
の
2
0
0
3
番
…

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
岱
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番
、

15

日
　
千
手
診
療
所
珀
西
町
中
央
胆

　
ρ
敬
老
の
日
）
盈
0
2
5
7
6
　
8
の
2
0
3
4
番
・

18

日
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
　
費
2
の
3
2
6
9
番

一
2
3
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
（
秋
分
の
旦
　
智
2
の
3
2
7
6
番
一

25

日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）

　
　
　
　
　
　
智
2
の
2
5
8
1
番
一

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
一
日
㈲
　
午
後
一
時
～
午

後
四
時
半
　
南
雲
の
全
部
。
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，曹

9月5日（月）　根茂織物
9月6日（火）　商工福祉会館

9月7日（水）　十日町保健所
時間｛51。1日：：：隼鷲二孝撲講

明日といわず今献血を

戦
傷
病
巻
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の

　
　
　
請
求
権
が
時
効
に

　
昭
和
四
十
五
年
の
第
二
回
特
別
給

付
金
国
庫
債
券
に
号
の
償
還
を
完
了

し
た
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
し
、
継
続

と
し
て
新
た
に
十
五
万
円
の
国
債
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
請
求

権
は
今
年
九
月
三
十
日
で
時
効
と
な

り
、
以
後
は
請
求
権
を
失
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
だ
、
請
求
手
続
き
の

終
っ
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、
市
役

所
社
会
福
祉
事
務
所
へ
手
続
き
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
（

智
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
三
）

か
県
民
生
部
援
護
課
（
盈
〇
二
五
二

ー
二
三
ー
五
五
一
一
番
内
線
三
一
八

三
）
へ
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

9
月
7
日

（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

55

年
3
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
健
　
診

9
月
9
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

57

年
3
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

9
月
14
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
3
0
分

58

年
5
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

9
月
1
2
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
3
時
・

57

年
n
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
擁
雛
鋸
謄
錆
墾
傭
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

父
子
家
庭
の
会
（
仮
称
）

　
　
　
　
会
員
募
集

　
父
子
家
庭
の
共
通
の
問
題
を
話
し

あ
い
、
関
係
団
体
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
会
員
の
親
ぼ
く
を
は
か
り
、

地
域
社
会
の
向
上
を
め
ざ
し
て
「
父

子
家
庭
の
会
（
仮
称
）
」
が
設
立
さ

れ
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ご
連
絡
は
気
軽
に
、
電
話
、
手
紙

で
市
内
田
川
町
二
丁
目
、
南
雲
真
平

さ
ん
（
智
七
ー
三
〇
五
〇
番
）
へ
。

寄
付
あ
り
が
と
う

　
交
通
遺
児
援
助
資
金
と
し
て

　
▼
十
日
町
オ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
（
代

表
関
口
義
男
）
　
二
万
三
百
四
十
二

円
。
▼
デ
ィ
ス
コ
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
代
表
庭
野
茂
美
）
　
五
万
二
千

円
。「欄

劇
則
侶
倒
馴
別
剰
釧
ー
ー
一

申
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

｝一

　
お
知
ら
せ

ゆ
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、

潮｝心

鉱
鋸
牲
論
嶺
餉
簿

廟廟
利
用
く
だ
さ
い
。

剛
義
肢
・
装
具
　
毎
月
第
二
水
曜

廟
　
　
　
　
　
　
　
申

剛
　
　
日
　
午
前
十
時
半
か
ら
　
ゆ

廟剛
　
保
健
セ
ン
タ
ー

剛
補
聴
器
　
　
　
毎
週
月
・
金
曜

　
　
　
日
　
午
後
三
時
～

　
　
　
市
社
会
福
祉
事
務
所

ぼ擾惚繰繕鎮」

ρ


